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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（４、２０）を介してユーザ装置（２）を通信
ネットワーク（１０、１２、１４、１８）に接続する方法であって、
　前記ワイヤレスローカルネットワーク（４、２０）のアクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ
２、ＡＰ３）を選択する第１の選択ステップと、
　通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）を選択する第２の選択ステップと、
を含み、
　前記通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）との接続が失敗した場合に、前記ア
クセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）が通信ネットワーク（１０、１２、１４、１
８）とのインターワーキングをサポートするかどうかを示す情報、及び、前記通信が失敗
した位置を示す情報、のうちの少なくとも一方を含むメッセージを受信するステップ、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　インターワーキングが可能である場合に、前記メッセージは、インターワーキングが可
能であるということを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　インターワーキングが可能であるということを示すメッセージが受信されない場合に、
インターワーキングが可能ではないということを決定するステップ、を含む請求項１又は
請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記メッセージが、前記接続の失敗の原因を示す情報を含む、請求項１から請求項３の
いずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の選択ステップが、訪問先の通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）を
選択することを含む、請求項１から請求項４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ装置（２）を認証するステップを含む、請求項１から請求項５のいずれかに
記載の方法。
【請求項７】
　前記認証するステップが、前記通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）を介して
前記ユーザ装置（２）を認証することを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージが、
　認証シグナリングをサーバ（２６）にルーティングすることができなかった、というこ
とを示す情報、
　認証シグナリングはサーバ（２６）にルーティングされたが、認証が失敗した、という
ことを示す情報、
　認証シグナリングはサーバ（２６）にルーティングされたが、認証チャレンジの前に認
証が失敗した、ということを示す情報、
　認証シグナリングはサーバ（２６）にルーティングされたが、認証チャレンジの後に認
証が失敗した、ということを示す情報、
　前記アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）が前記通信ネットワーク（１０、１
２、１４、１８）に対するインターワーキングをサポートしない、ということを示す情報
、
　ホームネットワークに対するローミング関係が存在しない、ということを示す情報、
　ネットワーク失敗の位置を示す情報、
　前記失敗の理由を示す情報、
　前記アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）及び通信ネットワーク（１０、１２
、１４、１８）のうちの少なくとも一方における内部失敗を示す情報、
　前記アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）及び通信ネットワーク（１０、１２
、１４、１８）のうちの少なくとも一方の一時的使用不能を示す情報、及び、
　トラフィック輻輳を示す情報、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項４から請求項７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　異なるアクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）を選択するステップ、
　異なる通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）を選択するステップ、
　前記接続を確立するように再試行するステップ、
　認証を再試行するステップ、及び、
　識別情報を与えるステップ、
のうちの少なくとも１つのステップが、前記メッセージに応答して行われる、請求項１か
ら請求項８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記接続が失敗した場合に、前記接続が失敗したということを示す更なるメッセージを
送信するステップ、を含む請求項１から請求項９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　情報を含む前記メッセージが、拡張可能認証プロトコルに従って送信される、請求項１
から請求項１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　情報を含む前記メッセージが通知メッセージである、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記メッセージにおける失敗ビットが失敗を示す値に設定される、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記拡張可能認証プロトコルに従った複数のメッセージを送信するステップを含む、請
求項１から請求項１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記メッセージにおける前記情報がエラーコードを含む、請求項１から請求項１４のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　情報を含む前記メッセージが、拡張可能認証プロトコル属性メッセージ、及び、拡張可
能認証プロトコル型長さ値メッセージ、のうちの少なくとも一方である、請求項１から請
求項１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）を含むワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（４、２０）を介して通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）に接続される
ユーザ装置（２）を具備するシステムであって、
　接続が失敗した場合に、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークが、前記アクセス
ポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）が前記通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８
）に対するインターワーキングをサポートするかどうかを示す情報、及び、前記接続が失
敗した前記ネットワークにおける位置を示す情報、のうちの少なくとも一方を含むメッセ
ージを、前記ユーザ装置（２）に送信する、ように構成される、
ことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
　アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）を含むワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（４、２０）を介して通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）に接続される
ユーザ装置（２）を具備するシステムにおける前記ワイヤレスローカルエリアネットワー
クのエンティティであって、
　接続が失敗した場合に、該接続が失敗した前記ネットワークにおける位置を示す情報、
及び、前記アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）が前記通信ネットワークに対す
るインターワーキングをサポートするかどうかを示す情報、のうちの少なくとも一方を含
むメッセージを、前記ユーザ装置（２）に送信する、ように構成される、
ことを特徴とするエンティティ。
【請求項１９】
　ワイヤレスローカルエリアネットワークを介して通信ネットワーク（１０、１２、１４
、１８）に接続されるユーザ装置（２）であって、
　接続が失敗した場合に、アクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）が通信ネットワ
ーク（１０、１２、１４、１８）に対するインターワーキングをサポートするかどうかを
示す情報、及び、前記接続が失敗した位置を示す情報、のうちの少なくとも一方を含むメ
ッセージを受信する手段、
を具備することを特徴とするユーザ装置。
【請求項２０】
　異なるアクセスポイント（ＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３）を選択すること、
　異なる通信ネットワーク（１０、１２、１４、１８）を選択すること、
　前記接続を確立するように再試行すること、
　認証を再試行すること、及び、
　識別情報を与えること、
のうちの少なくとも１つを前記メッセージに応答して行うように構成された、請求項１９
に記載のユーザ装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は接続方法に関し、特定的には、主に無線ローカルエリアネットワークを介して
ユーザ装置を公衆陸上モバイルネットワークに接続する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムは、ユーザ端末及び／又はネットワークエンティティのような２つ以上の
エンティティとこの通信システムに結合している他のノードとの間における通信を可能に
する設備である。通信には、例えば、音声、電子メール（ｅメール）、テキストメッセー
ジ、データ、マルチメディア等々の通信が含まれる。
【０００３】
　通信は、固定回線及び／又はワイヤレス通信インタフェースによって行うことができる
。ワイヤレス通信システムの特徴は、ユーザに移動性を与えることである。ワイヤレス通
信を提供する通信システムの例は、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）である。
固定回線システムの例は、公衆交換電話機ネットワーク（ＰＳＴＮ）である。
【０００４】
　通信システムは、典型的には、システムの様々な要素が何を行うことを許容されている
のか及びそれをどのようにして達成すべきであるかを記述している所定の標準又は仕様に
従って動作する。例えば、標準又は仕様は、ユーザに、より正確にはユーザ装置に、回線
交換サーバ若しくはパケット交換サーバ又はこれら両方を設けるか否かを定義することが
できる。典型的には、接続のために使用すべき通信プロトコル及び／又はパラメータもま
た定義される。例えば、ユーザ装置と通信ネットワークの構成要素との間で実行される通
信手法は、典型的には予め定義された通信プロトコルに基づいている。換言すれば、ユー
ザ装置が通信システムを介して通信できるようにするためには、その通信の基準とするこ
とができる特定セットの規則を定義する必要がある。
【０００５】
　３Ｇパートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、ユーザ装置のユーザがサービスに
アクセスできるようにする汎用モバイル通信システム（ＵＭＴＳ）コアネットワークのた
めの参照アーキテクチャを定義しつつある。本明細書において使用する「サービス」とい
う用語は、ユーザが望む若しくは要求する又はユーザに提供することができる、任意のサ
ービス又は物品をも広くカバーするものと理解されたい。この用語は、補足的なサービス
の提供をカバーすることを理解されたい。特定的には、「サービス」という用語は、限定
するものではないが、インターネットプロトコルマルチメディアＩＭサービス、会議、電
話、ゲーム、リッチコール、プレゼンス、電子商取引、メッセージ、及びインスタントメ
ッセージングをこれらに限定することなく含むものと理解できよう。
【０００６】
　引用により本明細書に組み込まれる３ＧＰＰ技術仕様TS24.234及びTS23.234を参照する
。これら両方の文書は、ＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク）インターワ
ーキングに関連している。ＷＬＡＮインターワーキングは、提案されている３ＧＰＰシス
テムとＷＬＡＮファミリの標準との間のインターワーキングである。ＷＬＡＮ無線ネット
ワーク型技術の例は、ブルートゥース、IEEE標準802.11B、802.11G、802.11A及びHIPERLa
n-2を含む。ワイヤレスローカルエリアネットワークインターワーキングは、ＷＬＡＮ Ｕ
Ｅ（ユーザ装置）をＷＬＡＮに接続することを可能にし、そこから訪問（ビジテッド）Ｐ
ＬＭＮ又はホームＨＰＬＭＮに接続することを可能にする。これらＰＬＭＮは３Ｇ通信シ
ステムである。ＷＬＡＮ ＵＥは、３ＧＰＰ加入者がＷＬＡＮインターワーキングにアク
セスできるようにするために用いることができるすべてのユーザ装置である。これは、例
えばコンピュータを含むことができる。ＷＬＡＮ ＵＥが、ＷＬＡＮに対するアクセスの
みを行うことができるということ、又は、ＷＬＡＮ及び３ＧＰＰシステムに対するアクセ
スを行うことができるということ、を理解されたい。
【０００７】
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　提案されている仕様においては、ネットワーク選択手順は２つの部分を含む。第１部分
は、無線選択である。これは、ネットワーク選択の第１フェーズであり、常にＶＰＬＭＮ
（訪問ＰＬＭＮ）選択の前に行われる。このフェーズにおいては、ＷＬＡＮ ＵＥはアク
セスポイントＡＰを選択し、選択したアクセスポイントＡＰにこのＷＬＡＮを結合させる
。アクセスポイントの選択のために使用されるパラメータは、ＳＳＩＤ（サービスセット
ＩＤ）である。第２部分では、ＶＰＬＭＮが選択される。アクセスポイントの選択後、す
なわち無線選択が完了した後に、ＷＬＡＮ ＵＥが、選択したＷＬＡＮの背後に１以上の
ＷＬＡＮが存在するか否かを確認するために、ＰＬＭＮを選択する必要がありうる。これ
は、ＷＬＡＮインターワーキングにおけるＶＰＬＭＮ選択と称される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、提案された手順には１つの問題がある。ＷＬＡＮ ＵＥは、アクセスポ
イントに結合した後に、ＶＰＬＭＮ選択プロセスを開始する。draft-arkko-pppext-eap-a
ka（ＥＡＰ ＡＫＡ（認証及びキー合意）認証）及びdraft-haverinen-pppext-eap-sim（
ＥＡＰ ＳＩＭ（加入者識別モジュール））に定義されているＩＥＴＦ（インターネット
エンジニアリングタスクフォース）案に定義されているＥＡＰ（拡張可能認証プロトコル
）がある。これらの文書の内容は、引用により本明細書に組み込まれる。
【０００９】
　手順が失敗したことを示すＥＡＰ失敗（EAP failure）をＷＬＡＮユーザ装置が受信し
たときに、その失敗の理由が通知されるとは限らない。これは好ましくないことである。
なぜなら、ＷＬＡＮ ＵＥは、ＷＬＡＮインターワーキング（inter-working）をサポート
し、及び／又は、ホームサーバに対してＷＬＡＮユーザ装置認証シグナリングをルーティ
ングする能力を有する、アクセスポイントを見付けるまで、利用可能なアクセスポイント
の各々に対する結合を終了することができないからである。この時点において、ＷＬＡＮ
ユーザ装置は、そのＡＰがＷＬＡＮ ＩＷをサポートしているのか否かを認識していない
可能性があり、したがって、ＥＡＰ信号をホームＡＡＡサーバにルーティングすることが
できない。また、そのＡＰが、例えばそれぞれのホームＰＬＭＮに対する直接的なローミ
ング関係が存在しない等の他の理由によりルーティングに失敗するようなＷＬＡＮインタ
ーワーキングをサポートしている可能性もある。更に別の考えられる失敗の原因は、たと
えそのＡＰがシグナリングをＨＰＬＭに対してルーティングできるとしても、ホームサー
バにおける認証失敗であるかもしれない。
【００１０】
　本発明の実施の形態は、上述した問題に対処することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様によれば、ワイヤレスローカルエリアネットワークを介してユーザ
装置を通信ネットワークに接続する方法が提供され、この方法は、アクセスポイントを選
択する第１選択ステップと、通信ネットワークを選択する第２選択ステップと、を含み、
接続が失敗した場合に、通信ネットワークに対するインターワーキングを前記アクセスポ
イントがサポートしているか否かを示す情報を含むメッセージを送信する。
【００１２】
　本発明の別の態様によれば、ワイヤレスローカルエリアネットワークを介してユーザ装
置を通信ネットワークに接続する方法が提供され、この方法は、アクセスポイントを選択
する第１選択ステップと、通信ネットワークを選択する第２選択ステップと、を含み、接
続が失敗した場合に、前記接続が失敗した位置を示す情報を含むメッセージを送信する。
【００１３】
　本発明の別の態様によれば、アクセスポイントを有するワイヤレスローカルエリアネッ
トワークを介して通信ネットワークに接続されるユーザ装置を含むシステムが提供され、
前記接続が失敗した場合に、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークは、通信ネット
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ワークに対するインターワーキングを前記アクセスポイントがサポートしているか否かを
示す情報を含むメッセージをユーザ装置に送信するように構成されている。
【００１４】
　本発明の別の態様によれば、アクセスポイントを有するワイヤレスローカルエリアネッ
トワークを介して通信ネットワークに接続されるユーザ装置を含むシステムが提供され、
前記接続が失敗した場合に、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークは、前記接続が
失敗した前記ネットワーク内の位置を示す情報を含むメッセージをユーザ装置に送信する
ように構成されている。
【００１５】
　本発明の別の態様によれば、アクセスポイントを有するワイヤレスローカルエリアネッ
トワークを介して通信ネットワークに接続されるユーザ装置を含むシステム内の前記ロー
カルエリアネットワークのエンティティが提供され、前記エンティティは、前記アクセス
ポイントが通信ネットワークに対するインターワーキングをサポートしているか否かを示
す情報を含むメッセージをユーザ装置に送信するように構成されている。
【００１６】
　本発明の別の態様によれば、ワイヤレスローカルエリアネットワークを介して通信ネッ
トワークに接続するユーザ装置が提供され、このユーザ装置は、接続が失敗した場合に、
アクセスポイントが通信ネットワークに対するインターワーキングをサポートしているか
否かを示す情報、及び、前記接続が失敗した位置を示す情報のうち少なくとも一方を含む
メッセージを受信する手段を具備する。
【００１７】
　本発明の別の態様によれば、ワイヤレスローカルエリアネットワークを介して通信ネッ
トワークに接続するユーザ装置が提供され、このユーザ装置は、接続が失敗した場合に、
メッセージを受信する手段を具備し、前記メッセージに応答して、異なるアクセスポイン
トを選択すること、異なる通信ネットワークを選択すること、前記接続を確立することを
再試行すること、認証を再試行すること、及び、識別情報を提供すること、のうち少なく
とも１つを実行するように構成されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明を十分に理解できるようにするために、本発明をどのようにして実現することが
できるかについて、以下、一例として添付図面のみを参照する。
【００１９】
　本発明の実施の形態を実現することができる環境を示す図１を参照する。ＷＬＡＮユー
ザ装置２が示されている。上述したように、ＷＬＡＮ ＵＥ ２は、ＷＬＡＮのみと通信す
るように、又は、ＷＬＡＮ及びＧＰＰネットワークと通信するように、構成されている。
ＵＥは、コンピュータやＷＬＡＮ無線インタフェースアダプタ等のようなエンドユーザが
所有する全ての機器を含む。ＵＥは、例えば、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ポータブルコン
ピュータ、設置されたコンピュータ、モバイル電話機、又は、これらを組み合わせたもの
とすることができる。
【００２０】
　ＷＬＡＮ ＵＥは、アクセスポイント（ＡＰ）に接続するように構成されている。図２
に示す構成には、３つのアクセスポイントＡＰ１、ＡＰ２及びＡＰ３が、示されている。
これらのアクセスポイントは、全て異なるＷＬＡＮ内に設けられている。本発明のいくつ
かの実施の形態では、ＷＬＡＮが１以上のアクセスポイントを有することができるという
こと、及び、１以上のアクセスポイントが存在する場合には、ＷＬＡＮは、所定のＷＬＡ
Ｎにおける１つ以上のアクセスポイントにアクセスすることができるということを理解さ
れたい。同一のアクセスポイントが、１つ以上の異なるＷＬＡＮに対するアクセスを可能
にする。
【００２１】
　３つのＡＰすなわちＡＰ１―３が一部を形成しているそれぞれのＷＬＡＮアクセスネッ
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トワークは、図示されていないが、中間ＡＡＡ（認証、許可、及びアカウンティング）要
素を含むこともできる。ＷＬＡＮは、ルータのような他のデバイスを含むことができる。
【００２２】
　第１アクセスポイントＡＰ１は、第１ＶＰＬＭＮ １０及び第２ＶＰＬＭＮ １２に接続
されている。
【００２３】
　図２は、第１ＶＰＬＭＮ１０に接続された第１アクセスポイントＡＰ１を含むＷＬＡＮ
 ４を示す。ＶＰＬＭＮ １０は、加入者のホームネットワークではない。したがって、Ｖ
ＰＬＭＮ１０は、ＡＡＡプロキシ２２及びＷＡＧ（無線アクセスゲートウェイ）２４を含
む。ＶＰＬＭＮ１０は、ユーザ装置のユーザに結合されたホームＰＬＭＮ１８に接続され
ている。ＨＰＬＭＮ１８は、図２においてさらに詳細に示されている。ＨＰＬＭＮ１８は
、ＡＡＡサーバ２６と、パケットデータゲートウェイ２８と、ホームロケーションレジス
タＨＬＲ３０と、ＨＳＳ３２とを含んでいる。
【００２４】
　第１アクセスポイントＡＰ１はまた、第２ＶＰＬＭＮ１２にも接続されている。しかし
ながら、この第２ＶＰＬＭＮ１２は、ＨＰＬＭＮ１８に接続できない。これは、例えばＨ
ＰＬＭＮ１８に対する適切なローミング合意が存在しないからである。最後に、第１アク
セスポイントはまた、ＨＰＬＭＮ１８にも直接的に接続されている。
【００２５】
　第２アクセスポイントＡＰ２は、第３ＶＰＬＭＮ１４に接続されている。第３ＶＰＬＭ
Ｎ１４は、ＨＰＬＭＮ１８に対する接続を有している。第３ＶＰＬＭＮ１４が図２に示し
た第１ＶＰＬＭＮに類似した構造を有している、ということを理解されたい。
【００２６】
　第３アクセスポイントＡＰ３は、インターネットサービスプロバイダ１６に接続されて
いる。これにより、ユーザはインターネットにアクセスすることができる。
【００２７】
　本発明の好ましい実施の形態では、ユーザ装置には、好ましいアドレスを列挙するＳＳ
ＩＤ（サービスセット識別子）リストが設けられている。図１に示す実施の形態では、ア
ドレスＳＳＩＤ１及びＳＳＩＤ１ａを有するアクセスポイント１ ＡＰ１が、このリスト
に含まれている。第１アドレスＳＳＩＤ１があるオペレータに関連付けられ、第２アドレ
スＳＳＩＤ１ａが別のオペレータに関連付けられている。
【００２８】
　ユーザ装置はまた、好ましいＰＬＭＮリストをも有している。図１に示す構成では、第
１ＶＰＬＭＮ１０及び第３ＶＰＬＭＮ１４が、好ましいＰＬＭＮであり、列挙されている
。これは、これらのＶＰＬＭＮがユーザ装置をＨＰＬＭＮに接続できるようにするからで
ある。
【００２９】
　本発明の様々な実施の形態は、ＥＡＰ通知を使用することを提案する。具体的には、本
発明の様々な実施の形態は、ＥＡＰ／ＳＩＭ通知（モバイル通信のためにＧＳＭグローバ
ルシステムにおいて使用されている）及びＥＡＰ／ＡＫＡ通知（３Ｇシステムに使用され
ている）を使用する。本発明の様々な実施の形態は、（例えば、妥当でないネットワーク
選択の結果としての）認証失敗応答の理由をユーザ装置に示すために、新しい通知コード
を使用する。これが無線選択又はＶＰＬＭＮ選択失敗の何れかを暗示することができる、
ということが理解できよう。この情報が、ネットワーク選択プロセスをより効果的にする
。
【００３０】
　本発明の４つの実施の形態におけるシグナリングを示す図３を参照する。
【００３１】
　ケースａについて考える。ケースａでは、ＷＬＡＮ（ＡＰはその一部である）はＷＬＡ
Ｎインターワーキングをサポートする。ケースａに関連する例では、認証シグナリングを
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ＨＰＬＭＮのＡＡＡサーバ２２にルーティングすることができない。
【００３２】
　ステップＳ１では、ＷＬＡＮはＥＡＰ要求／識別を発行する。ＥＡＰ要求／識別は、Ｕ
Ｅの識別についての要求である。
【００３３】
　ステップＳ２では、ＵＥ２は、ＥＡＰ要求を受信すると、ＥＡＰ応答／識別メッセージ
を送信する。ＥＡＰ応答／識別は、ＵＥのアイデンティティを与える応答であり、例えば
、ユーザの国際モバイル加入者識別（ＩＭＳＩ）、一時的識別、又は、他の任意の好適な
識別情報とすることができる。本発明の好ましい実施の形態では、これはルートＮＡＩ（
ネットワークアクセス識別子）とすることができる。これはuserX@ HPLM idという形をと
ることができる。換言すれば、ユーザ及びこのユーザに結合したネットワークが、識別さ
れる。
【００３４】
　ステップＳ３において、ＷＬＡＮは、ネットワーク告示を含むＥＡＰ要求／識別メッセ
ージを送信する。これは、ルートＮＡＩが理解されない場合に行われる。ステップＳ４に
おいて、ユーザ装置は、デコレーテッド（飾り）ＮＡＩ（ネットワークアクセス識別子）
を含むＷＬＡＮ ＥＡＰ応答／識別メッセージを送信する。これはuserX@VPLMN1 “HPLMN
”の形をとる。換言すれば、ＶＰＬＭＮであってこれを介してＨＰＬＭＮが接続されるＶ
ＰＬＭＮをこのＨＰＬＭＮとともに識別する情報が存在する。ステップＳ３及びＳ４は、
特別（extra）ＥＡＰ要求／識別及びＥＡＰ応答／識別交換（exchange）を使用して、ネ
ットワーク告示情報をＵＥに対して与える。これらのステップは、選択的なものであって
、ルートＮＡＴが理解されている場合には、本発明のいくつかの実施の形態では省略する
ことができるものである。
【００３５】
　ステップＳ５において、ＷＬＡＮは、ＥＡＰ通知コードをユーザ装置に送信する。ＥＡ
Ｐ通知は、失敗の原因を示す通知コードを含む。これは、ＷＬＡＮが、ＷＬＡＮインター
ワーキングをサポートしている旨の表示を含む。
【００３６】
　ＷＬＡＮユーザ装置は、ＷＬＡＮがＷＬＡＮインターワーキングをサポートしている旨
の表示を受信すると、別のアクセスポイントに対する結合を試みることができ、或いは、
現在結合しているＡＰを依然として用いることを決定し、例えば別のＶＰＬＭＮを選択す
ることによりＨＰＬＭＮに対する認証を試みることができる。勿論、他の動作も可能であ
る。
【００３７】
　ステップＳ６において、ＷＬＡＮは、ＥＡＰ失敗メッセージを送信する。ＥＡＰ失敗メ
ッセージは、接続が失敗した場合に送信される。本発明のいくつかの実施の形態では、こ
のメッセージについては、通知メッセージ内の情報を用いて失敗情報を与えるようにして
、省略することができる。
【００３８】
　次に、ケースｂを説明する。ケースｂでは、ＷＬＡＮはインターワーキングＷＬＡＮを
サポートしない。ステップＴ１及びＴ２は、それぞれステップＳ１及びＳ２に対応してい
る。必要に応じて、ステップＳ３及びＳ４に対応するステップを設けることができる。ス
テップＴ３において、ＷＬＡＮ２０はＥＡＰ失敗メッセージを送信する。この場合、ユー
ザ装置は、ＥＡＰ失敗の前にいかなるＥＡＰ通知をも受信しない可能性が高い。この手法
により、ユーザ装置は、ＷＬＡＮがＷＬＡＮインターワーキングをサポートしていないで
あろうと認識する。
【００３９】
　ケースＣ及びＤでは、ＷＬＡＮはＷＬＡＮインターワーキングをサポートしているが、
認証が、ＨＰＬＭＮ１８において失敗している。
【００４０】
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　ケースｃでは、認証は開始されていない。ステップＡ１及びＡ２は、それぞれステップ
Ｓ１及びＳ２に対応している。ステップＡ３において、ルートＮＡＩ又はデコレーテッド
ＮＡＩを含むＥＡ応答がＷＬＡＮからＡＡＡサーバ２６に送られる。
【００４１】
　ステップＡ４において、ＥＡＰ通知がサーバ２６からＷＬＡＮへ送られる。このＥＡＰ
通知は、ステップＡ５においてＷＬＡＮによってユーザ装置に対して転送される。この通
知は、手順が認証の前に失敗した旨を示す。ステップＡ６において、サーバ２６はＥＡＰ
失敗メッセージをＷＬＡＮに対して送信する。ステップＡ７において、このＥＡＰ失敗メ
ッセージがユーザ装置に対して送信される。
【００４２】
　ケースＤでは、認証が実行されている。ステップＢ１、Ｂ２、及びＢ３は、ステップＡ
１、Ａ２及びＡ３に対応する。
【００４３】
　ステップＢ４において、ＥＡＰ通知がサーバ２６からＷＬＡＮ２０に送信される。ステ
ップＢ５において、失敗が認証失敗の結果であった旨を示すこのＥＡＰ通知が、ＷＬＡＮ
２０からユーザ装置２へ送られる。
【００４４】
　ステップＢ６において、ＥＡＰ失敗メッセージがサーバ２６からＷＬＡＮ２０に送信さ
れる。ステップＢ７において、ＷＬＡＮ２０はこのＥＡＰ失敗メッセージをユーザ装置に
送信する。
【００４５】
　このように、ステップｃ及びｄの場合には、ＥＡＰ通知は、ＥＡＰ失敗メッセージが送
られる前の認証失敗メッセージの表示を含む。この表示はまた、認証に失敗したときの状
態に対するポインタ、及び／又は、ユーザ装置によって行われるさらなる動作を含むこと
ができる。
【００４６】
　ＨＰＬＭＮにおける認証失敗の表示を含む通知パケットを受信すると、ユーザ装置は、
このユーザ装置をＨＰＬＭＮに対して認証することを試みることにより、動作を進めるこ
とができる。ネットワークが、ユーザ識別を理解していない旨を、新しい通知コード内に
おいて示している場合には、ＷＬＡＮユーザは、ＮＡＩを再発行し、再度認証を試みるこ
とができる。ネットワークが、いくつかの認証パラメータに対して例えばトリプレットに
対してアクセスできない旨を、新しい通知コードにおいて示している場合には、ユーザ装
置は、タイマが時間切れになった後に再度認証を試みることができる。他の動作、及び、
何故認証に失敗したかという他の理由もまた、用いることができる。
【００４７】
　本発明の様々な実施の形態は、上述したＩＥＴＦドラフト文書において定義されている
属性“AT NOTIFICATION”を使用して実現される。
【００４８】
　通知メッセージは、ユーザ装置に対する環境に依存して、ＷＬＡＮ又は３ＧＰＰサーバ
のいずれかにおける適切なサーバから表示可能なメッセージを搬送するために、使用する
ことができるものである。これらのメッセージは、テキストメッセージである。
【００４９】
　通知コードは、16ビット数である。最上位ビットを失敗ビット（Ｆ）という。Ｆビット
は、その通知が失敗を暗示しているか否かを記述する。０にセットされているＦビットの
コード値は、不成功の場合について使用され、好ましい実施の形態では、失敗が発生した
場合に０にセットされ、その失敗の理由が通知メッセージ内に含まれる。
【００５０】
　通知コードはまた、フェーズビット「Ｐ」を有している。これは、通知を使用すること
ができるフェーズを指定する。Ｐビットが０にセットされていれば、通知は、完全認証に
おけるチャレンジラウンド又は再認証中の再認証の後に使用される。通知の中に属性AT M
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ACを含めることができる。
【００５１】
　Ｐビットが１にセットされていれば、通知は、完全認証におけるチャレンジラウンド、
又は、再認証中の再認証ラウンドの前に使用される。通知の中に属性AT MACを含めること
はできない。
【００５２】
　本発明の様々な実施の形態では、エラーの原因は、適切なテキストによって指示するこ
とができ、或いは、それらエラーの原因は、エラーコードによって表示するものとするこ
とができる。エラーコードは、様々なエラー状態に対して様々な値を効果的に割り当てる
。エラーコードが使用される場合、ユーザ装置は、失敗の原因を特定するようにこれらの
エラーコードをデコードするよう、構成される。
【００５３】
　失敗の原因を識別する情報に応答して、ユーザ装置は適切なメッセージをユーザに表示
することができる。これに代えて又はこれに加えて、ユーザ装置は、エラーメッセージに
応答して、上述したいくつかの例に示したように、そのユーザ装置の動作を変更すること
ができる。
【００５４】
　このように、本発明の様々な実施の形態では、次に示す失敗理由を用いることができる
。
・認証シグナリングをサーバにルーティングできなかった旨を示す情報、
・認証シグナリングはサーバにルーティングされたが、認証が失敗した旨を示す情報、
・認証シグナリングはサーバにルーティングされたが、チャンレンジの前に認証が失敗し
た旨を示す情報、
・認証シグナリングはサーバにルーティングされたが、チャンレンジの後に認証が失敗し
た旨を示す情報、
・上記アクセスポイントが上記通信ネットワークに対するインターワーキングをサポート
しない旨を示す情報、
・ホームネットワークに対するローミング関係が存在しない旨を示す情報、
・ネットワーク失敗の位置を示す情報、
・上記失敗の理由を示す情報、
・上記アクセスポイント及び通信ネットワークのうちの少なくとも一方における内部失敗
を示す情報、
・上記アクセスポイント及び通信ネットワークのうちの少なくとも一方における一時的使
用不能を示す情報、及び
・トラフィック輻輳を示す情報。
【００５５】
　本発明の好ましい様々な実施の形態では、接続失敗の原因に関する情報の提供に対する
要求は、インターワーキングがサポートされていない場合を除き、必須ものである。
【００５６】
　以上、エラー情報を供給するために通知メッセージを使用する場合を例にとり、本発明
の実施の形態を説明してきた。上記情報を提供するために新しいメッセージを生成するこ
とができるということ、或いは、この情報を提供するために他のメッセージの１つを変更
することもできるということを理解されたい。例えば、新しい属性を定義することができ
る。
【００５７】
　本発明の別の実施形態では、ＥＡＰ－ＴＬＶ型長さ値を用いることができる。
【００５８】
　以上、ＥＡＰプロトコルを例にとり本発明の実施の形態を説明してきた。しかしながら
、本発明の別の実施の形態では、他のプロトコルを使用することができる、ということを
理解されたい。
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【００５９】
　３Ｇネットワークに対するインターワーキングを例にとり本発明の好ましい実施の形態
を説明してきた。本発明の様々な実施の形態は、インターネットを含む他のタイプのネッ
トワーク、及び、固定網技術又はワイヤレス技術に基づくことができる他のタイプの通信
ネットワークに適用することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の実施の形態を実現することができる環境を模式的に示す図。
【図２】図１のＶＰＬＭ及びＨＰＬＭをさらに詳細に示す図。
【図３】本発明の様々な実施の形態におけるシグナリングを示す図。

【図１】 【図２】
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